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Cases of Utilizing "Indicators for Improving the Capacity of Principals and Teachers'' in Iwate Prefecture

：A Trial Conducted through the Reflection of Graduate School Students

Ⅰ　はじめに

　教育公務員特例法第22条の３に基づき「校長及
び教員の資質の向上に関する指標」（以下「指標」
と記す）の策定に向けて，各都道府県教育委員会
がそれぞれに注力してきた（例えば，青木・金子・
主税，2018;北海道教育委員会 , 2017）。このこと
は，岩手県においても同様であり，平成29年度の
岩手県教員等育成協議会による協議を経て（岩手
県教員等育成協議会，2017a;2017b;2017c），平成30
年に「校長及び教員の資質の向上に関する指標」

（以下「指標」と記す）が策定された（岩手県教
育委員会, 2018）。この目的には次の３つがあった。
すなわち，①教員等の育成・採用・研修等をそれ
ぞれ担う大学及び教育委員会等の関係機関・団体
の共通理解の下，教員等が身に付けるべき資質を
明確化したもの，②本県の教員となることを目指
す学生や本県の教員が，成長段階に応じて備える
べき資質の目安として，自らの資質を向上させて
いくもの，③教育委員会等の関係機関・団体にお
いて，教員に対して実施する研修が，全体として
一貫した体系的なものとなるための基軸とするも

要　約

　岩手県教育委員会では，教育公務員特例法第22条の３に基づき「校長及び教員の資質の向上に関する指
標」を策定した。この活用は，岩手県における教育施策課題といえる。
　そこで，本稿では，岩手大学大学院教育学研究科教職実践専攻（岩手大学教職大学院）における学卒院
生の指導の一環として「指標」を活用した指導を行った。この結果から，岩手大学教職大学院の教育内容
が，岩手県の「校長及び教員の資質の向上に関する指標」の項目内容に対応されたことから，両者はおお
むね整合していると理解された。これは，教員として求められる資質の内容について，岩手県教育委員会
や岩手大学教職大学院の間でコンセンサスが得られていることの証左でもあろう。
　また，「指標」の活用方法として，本事例においては，学卒院生による省察の観点とした活用と，教職
員教員による学卒院生の評価の観点とした活用がなされた。このことは，採用前の教員の養成段階と採用
後の育成段階の接続に大きく資するものであろう。
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の，である。これを表１に示した。
　「指標」における横軸には６つのキャリアス
テージを示した。第１のステージを「採用時」とし，
教員の任命権者である県教育委員会と教員養成を
担う大学とが新規採用教員に対して求める資質の
水準を共有するための観点とされた。採用後，各
ステージを５年間とし第２～４ステージをそれぞ
れ「基礎力の形成期」「実践力の向上期」「実践力
の充実期」とした。その後の第５～６ステージを
それぞれ「実践力の発展期」（10年間），「総合力
の発揮期」（13年間）とし，校務分掌等において
校内での中核をなす教員に求められる資質を定め
た。「総合力の発揮期」では，学校のリーダーと
して，組織マネジメントや教職員の指導力向上な
どについて，大きな責任と役割を担っている「校
長」に求められる資質を定め，かつ，教諭の指標
との連続性を明らかにした。
　「指標」における縦軸には７つの視点から資質
の内容を示した。まず，教員が本来備えていなけ
ればならない「教員としての素養」を設定し，指
標の最上位に位置付けた。次いで「学習指導力」「生
徒指導力」「マネジメント力」，さらに視点として
「復興教育」「キャリア教育」「特別支援教育」を
位置付けた。
　「指標」が策定された現段階は，その活用を求
める段階である。これは言うまでもなく，岩手県
における教育施策課題といえる。そこで，本稿で
は，岩手大学大学院教育学研究科教職実践専攻（以
下，岩手大学教職大学院と記す）における学卒院
生の指導の一環として「指標」を活用した省察を
行った事例を報告する。その上で，岩手大学教職
大学院における教育課程と「指標」の整合ならび
に「指標」の活用方法について検討する。

Ⅱ　方法

１　対象

　対象は，第一筆者自身である。厳密には，岩手
大学教職大学院に学卒院生として在学当時の自己

を対象とする（以下では，学卒院生Ａと表記する）。
学卒院生Ａは，岩手大学教育学部特別支援教育
コースを卒業し，平成29年度に岩手大学教職大学
院に入学し，特別支援教育力開発プログラムを履
修した。平成31年度３月に終了し，４月に現職に
就いた。

２　「指標」を活用した省察の手続き

　岩手大学教職大学院における学卒院生Ａの２年
間の学修の成果について，修了直前に総合的に省
察することとした。具体的には，科目「教育実践
リフレクションⅣ」及び随時の個別指導において
実施した。このとき「指標」を対照させながら，
自らの教員としての力量形成について自己評価
し，かつ，指導教員であった第二筆者と第三筆者，
あるいは専門実習配属校の指導教員との対話的な
検討を試みた。学卒院生Ａは，その内容をまとめ
教育実践研究報告書の一部として執筆した（小山，
2019）。
　さらに，修了直前から修了後１年の間において，
学卒院生Ａの教育実践研究報告書における当該箇
所の内容及び学卒院生Ａが学修記録として蓄積し
たポートフォリオ（Ａ４で出力すると約500枚）
を資料として，これらと「指標」との対照作業を
行い，随時，筆者らが共同で検討した。 

Ⅲ　結果

　岩手大学教職大学院においては，「学校改革力
（マネジメント力）」「学習指導力（授業力）」「子
ども支援力」「特別支援教育力」の４つの専門的
力量の開発，向上が目指されている（岩手大学大
学院教育学研究科教職実践専攻，2018）。これら
の内容は，「指標」における「マネジメント力」「学
習指導力」「生徒指導力」，視点としての「特別支
援教育」に対応していると考えた。また，「教員
としての素養」と視点としての「復興教育」「キャ
リア教育」については，岩手大学教職大学院の教
育課程の全部または一部を通じて学修されるもの
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教

員
等

育
成

指
標

（
教

諭
）

校
長

及
び

教
員

と
し

て
の

資
質

の
向

上
に

関
す

る
指

標

７
　

特
別

支
援

教
育

の
視

点
・
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
特
別
支
援

教
育
の
理
念
や
指
導
方
法
に
つ
い
て
理

解
し
て
い
る
。

・
「
い
わ
て
特
別
支
援
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」
を
理
解
し
、
障
が
い
に
関
す
る
知
識
や
配
慮
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
個
に
応
じ
た
指
導
を
通
じ
て
、
「
共
に
学
び
育
つ
教
育
」
を
推
進
し
て
い
る
。

・
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
特
性
や
学
習

状
況
の
理
解
に
努
め
、
指
導
内
容
や
指

導
方
法
を
工
夫
し
て
い
る
。

・
個
別
の
指
導
計
画
に
基
づ
い
た
指
導
を

行
い
、
客
観
的
な
視
点
に
よ
る
評
価
を
行

い
な
が
ら
指
導
を
改
善
し
て
い
る
。

・
校
内
支
援
体
制
の
充
実
の
必
要
性
を
理

解
し
、
教
職
員
間
の
共
通
理
解
や
関
係

機
関
と
の
連
携
・
協
働
を
進
め
て
い
る
。

・
学
校
が
組
織
的
に
行
う
校
内
支
援
体
制

の
整
備
を
牽
引
し
て
い
る
。

・
校
内
支
援
体
制
の
充
実
や
教
職
員
の

専
門
性
の
向
上
な
ど
、
児
童
生
徒
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
教
育
に
貢
献
し
て
い
る
。

６
　

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
視

点
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
考
え
方
や
重
要
性
を

理
解
し
て
い
る
。

・
社
会
や
経
済
の
状
況
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
。

・
「
い
わ
て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
指
針
」
を
理
解
し
、
児
童
生
徒
に
総
合
生
活
力
と
人
生
設
計
力
を
育
成
す
る
な
ど
、
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

・
本
県
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
考
え
方
や
学

校
の
実
情
な
ど
を
理
解
し
、
小
・
中
・
高
や

社
会
と
の
接
続
を
意
識
し
な
が
ら
教
育
活

動
を
実
践
し
て
い
る
。

・
家
庭
、
地
域
、
企
業
、
関
係
機
関
と
の
関
係
を
積
極
的
に
築
き
な
が
ら
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

・
児
童
生
徒
の
多
様
な
進
路
選
択
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
実
態

に
応
じ
た
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
能
力
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

・
家
庭
、
地
域
、
企
業
、
関
係
機
関
と
の
連

絡
・
調
整
を
行
い
、
校
内
外
の
関
係
者
と

協
働
し
な
が
ら
取
組
を
牽
引
し
て
い
る
。

・
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
全
体
計
画
の
立

案
、
校
内
体
制
の
構
築
な
ど
、
社
会
の
変

化
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
具
体
的
な

推
進
に
貢
献
し
て
い
る
。

・
実
践
を
通
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド

を
身
に
付
け
、
教
育
活
動
や
保
護
者
面

談
等
に
教
育
相
談
的
配
慮
を
生
か
し
て

い
る
。

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
養
護
教
諭
な

ど
同
僚
と
指
導
方
針
を
共
有
し
、
教
育
相

談
を
分
担
す
る
な
ど
組
織
的
な
教
育
相

談
を
牽
引
し
て
い
る
。

・
関
係
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
地
域

の
教
育
資
源
を
教
育
活
動
に
繋
げ
て
い

る
。

５
　

復
興

教
育

の
視

点
・
「
い
わ
て
の
復
興
教
育
」
が
本
県
の
教
育

の
柱
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い

る
。

・
東
日
本
大
震
災
津
波
の
教
訓
を
継
承
し
、
本
県
の
地
域
・
未
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
な
ど
、
「
い
わ
て
の
復
興
教
育
」
を
推
進
し
て
い
る
。

・
復
興
教
育
の
理
念
や
３
つ
の
教
育
的
価

値
な
ど
を
理
解
し
、
具
体
的
な
教
育
活
動

を
実
践
し
て
い
る
。

・
学
校
や
地
域
の
実
情
・
課
題
に
応
じ
て
、
地
域
や
関
係
機
関
と
積
極
的
に
関
わ
り
な

が
ら
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

・
地
域
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
・
調
整
を

行
い
、
学
校
内
外
の
関
係
者
と
協
働
し
な

が
ら
教
育
活
動
を
牽
引
し
て
い
る
。

・
指
導
計
画
の
立
案
、
校
内
体
制
の
構
築

な
ど
、
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
復
興
教

育
の
具
体
的
な
推
進
に
貢
献
し
て
い
る
。

関
係

者
等

と
の

連
携

・
協

働
・
学
校
が
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
と

連
携
・
協
働
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解

し
て
い
る
。

・
学
級
や
部
活
動
等
で
担
当
す
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
と
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
努
め
て
い
る
。

・
保
護
者
や
地
域
な
ど
、
関
係
者
と
良
好

な
関
係
を
築
き
、
教
育
活
動
に
生
か
し
て

い
る
。

・
関
係
者
と
の
良
好
な
関
係
を
生
か
し
て
、

積
極
的
に
情
報
収
集
し
て
い
る
。

・
関
係
者
と
連
携
し
た
教
育
活
動
の
際
、

積
極
的
に
調
整
役
を
担
っ
て
い
る
。

・
関
係
機
関
と
の
連
携
や
家
庭
へ
の
支
援

等
を
図
り
、
不
適
応
・
問
題
行
動
等
解
決

の
た
め
の
指
導
計
画
策
定
や
実
際
の
指

導
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
学
校
全
体
の
動
き
に
気
を
配
り
、
同
僚

の
課
題
解
決
を
支
援
す
る
な
ど
不
適
応
・

問
題
行
動
等
の
解
決
に
向
け
た
環
境
整

備
に
貢
献
し
て
い
る
。

・
学
校
全
体
の
状
況
を
踏
ま
え
、
管
理
職

に
改
善
方
策
な
ど
を
具
申
し
、
調
整
を
図

り
な
が
ら
業
務
を
推
進
し
て
い
る
。

危
機

管
理

・
学
校
安
全
、
学
校
保
健
、
食
育
に
関
す

る
基
本
的
な
知
識
を
持
ち
、
学
校
事
故
等

に
対
す
る
危
機
管
理
の
重
要
性
を
認
識

し
て
い
る
。

・
常
に
児
童
生
徒
の
安
全
・
保
健
に
配
慮

し
、
日
頃
か
ら
同
僚
と
の
情
報
の
報
・
連
・

相
に
努
め
て
い
る
。

・
危
機
を
予
測
し
た
未
然
防
止
や
危
機
を

察
知
し
た
際
の
迅
速
な
対
応
を
意
識
し
て

行
動
し
て
い
る
。

・
児
童
生
徒
集
団
に
目
を
配
り
、
危
機
を

察
知
し
た
際
は
、
率
先
し
て
迅
速
な
行
動

を
と
っ
て
い
る
。

・
危
機
対
応
に
際
し
て
は
、
関
係
機
関
と

適
切
に
連
携
を
と
り
主
体
的
に
行
動
し
て

い
る
。

・
保
護
者
、
地
域
、
関
係
機
関
か
ら
の
要

請
や
苦
情
に
対
し
て
、
円
滑
・
迅
速
に
対

応
し
て
い
る
。

・
保
護
者
等
か
ら
の
相
談
等
に
対
し
て
受

容
的
に
対
処
し
、
適
切
に
助
言
す
る
ス
キ

ル
を
持
ち
、
同
僚
の
育
成
に
努
め
て
い

る
。

４
　

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

力
・
学
校
が
組
織
と
し
て
教
育
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
及
び
関
係
者
と
の
連
携
・
協
働

の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

・
同
僚
・
関
係
者
と
積
極
的
に
連
携
・
協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
し
な
が
ら
、
学
校
内
外
の
教
育
資
源
（
人
・
も
の
・
資
金
・
情
報
・
時
間
等
）
を
効
果
的
に
活
用
し
て
、
学
校
経
営
計
画
の
も
と
、
評
価
・
改
善
の
視
点

を
持
っ
て
業
務
を
推
進
し
て
い
る
。

学
校

組
織

と
し

て
の

連
携

・
協

働
・
学
校
組
織
や
校
務
分
掌
等
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
る
。

・
校
内
に
お
け
る
自
己
の
役
割
を
理
解

し
、
必
要
に
応
じ
て
同
僚
の
助
言
を
受
け

な
が
ら
業
務
を
推
進
し
て
い
る
。

・
分
掌
内
の
動
き
を
見
通
し
、
同
僚
と
協
働

し
て
業
務
を
推
進
し
な
が
ら
、
分
掌
運
営

に
必
要
な
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

・
幅
広
い
分
掌
の
経
験
に
基
づ
い
て
学
校

全
体
の
動
き
を
見
通
し
、
建
設
的
な
提
言

を
し
な
が
ら
業
務
を
推
進
し
て
い
る
。

・
同
僚
の
業
務
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
学

校
内
外
の
動
き
を
考
慮
し
な
が
ら
各
種
業

務
を
推
進
し
て
い
る
。

教
育

相
談

・
児
童
生
徒
の
成
長
や
発
達
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
教
育
相
談
に
関
す
る
基
礎
・
基
本

を
理
解
し
て
い
る
。

・
学
校
の
教
育
相
談
体
制
を
理
解
し
、
必

要
に
応
じ
て
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
随
時

的
・
計
画
的
に
教
育
相
談
の
機
能
を
教
育

活
動
に
生
か
し
て
い
る
。

・
実
践
や
研
修
等
を
通
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
技
法
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
養
護
教
諭
と
積
極
的

な
情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。

・
同
僚
教
員
の
授
業
力
向
上
を
支
援
し
な

が
ら
、
組
織
と
し
て
の
授
業
の
工
夫
・
改
善

と
指
導
と
評
価
の
一
体
化
に
貢
献
し
て
い

る
。

マ ネ ジ メ ン ト 力

●
学

校
経

営
計

画
の

達
成

・
自
校
の
現
状
や
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
地

域
・
関
係
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
経
営
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。

・
学
校
の
経
営
資
源
を
最
適
化
し
、
進
行

管
理
す
る
こ
と
で
目
指
す
学
校
像
や
育
て

た
い
児
童
生
徒
像
の
実
現
に
努
め
て
い

る
。

・
教
育
課
程
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
実
践
し
、
課
題

解
決
を
図
り
な
が
ら
学
校
教
育
目
標
の
具

現
化
に
努
め
て
い
る
。

●
教

職
員

の
管

理
・
教
職
員
が
各
自
の
強
み
を
発
揮
し
な
が
ら

組
織
的
に
活
躍
で
き
る
適
切
な
校
務
分
掌

を
編
成
し
て
い
る
。

・
教
職
員
の
日
常
の
服
務
を
管
理
し
、
不

祥
事
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

・
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
含
め
た
健

康
・
安
全
・
働
き
方
に
配
慮
し
、
業
務
改
善

を
図
り
な
が
ら
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
風
土

を
醸
成
し
て
い
る
。

●
危

機
管

理
・
学
校
事
故
・
い
じ
め
・
不
登
校
等
の
未
然

防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
発
生
時
の
適
切

な
初
動
・
事
後
対
応
に
組
織
的
か
つ
迅

速
・
的
確
に
対
応
し
て
い
る
。

・
学
校
安
全
・
学
校
保
健
・
食
育
等
に
関
す

る
計
画
を
策
定
し
、
周
知
・
理
解
を
徹
底
し

て
い
る
。

●
事

務
管

理
・
学
籍
・
文
書
・
財
務
・
施
設
の
管
理
を
法

令
等
に
基
づ
き
適
切
に
行
っ
て
い
る
。

●
関

係
者

等
と

の
連

携
・
協

働
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と
適
切
に
連
携
・

折
衝
し
、
よ
り
良
い
学
校
経
営
に
努
め
て
い

る
。

・
学
校
教
育
目
標
・
経
営
計
画
等
に
つ
い

て
、
保
護
者
や
学
校
評
議
員
等
に
対
し
て

積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
。

●
教

職
員

の
人

材
育

成
・
教
職
員
の
特
性
を
見
出
し
、
日
常
的
に

資
質
向
上
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
指

導
・
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

・
Ｏ
ＪＴ
や
校
内
研
修
等
を
活
用
し
、
教
職

員
個
々
の
資
質
や
組
織
と
し
て
の
対
応
力

を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

３
　

生
徒

指
導

力
・
生
徒
指
導
の
重
要
性
と
、
自
己
指
導
能

力
の
育
成
を
目
指
す
と
い
う
積
極
的
な
意

義
を
理
解
し
て
い
る
。

・
常
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
を
持
ち
、
日
常
の
児
童
生
徒
と
の
人
間
的
な
触
れ
合
い
や
問
題
行
動
へ
の
毅
然
と
し
た
態
度
な
ど
を
通
じ
て
信
頼
関
係
を
築
き
、
児
童
生
徒
理
解
を
深
め
て
い
る
。

・
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
の
人
格
を
尊
重
し
、
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
や
機
会
を
と
ら
え
、
健
全
な
成
長
を
促
し
、
児
童
生
徒
に
自
ら
自
己
実
現
を
図
る
た
め
の
自
己
指
導
能
力
を
育
成
し
て
い
る
。

児
童

生
徒

の
集

団
指

導
・
学
級
担
任
の
役
割
や
職
務
内
容
を
理

解
し
、
学
級
経
営
な
ど
集
団
指
導
に
必
要

な
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る
。

・
学
校
教
育
目
標
を
踏
ま
え
て
、
学
級
・
部

活
動
な
ど
担
当
す
る
児
童
生
徒
の
集
団

指
導
の
方
針
を
立
て
な
が
ら
、
個
に
応
じ

た
指
導
を
実
践
し
て
い
る
。

・
学
級
・
学
年
・
部
活
動
な
ど
様
々
な
児
童

生
徒
の
集
団
指
導
の
方
針
を
同
僚
と
共

有
し
な
が
ら
、
指
導
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
て

い
る
。

確
か

な
学

力
を

育
む

授
業

・
指
導
方
法
、
指
導
技
術
、
評
価
方
法
な

ど
、
授
業
に
関
す
る
基
礎
・
基
本
を
理
解

し
て
い
る
。

・
い
わ
て
の
授
業
づ
く
り
３
つ
の
視
点
を
踏

ま
え
た
授
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
授
業

の
評
価
を
実
践
し
て
い
る
。

・
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
授
業
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
授
業
評
価
に
基
づ
き
授
業
の
工
夫
・

改
善
を
し
て
い
る
。

・
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
に

応
じ
て
授
業
を
柔
軟
に
展
開
し
、
若
手
教

員
に
は
指
導
と
評
価
の
一
体
化
の
模
範

を
示
し
て
い
る
。

・
積
極
的
に
研
究
授
業
の
授
業
者
を
務
め

る
な
ど
、
授
業
力
の
向
上
に
貢
献
し
、
組

織
的
な
指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
牽
引
し

て
い
る
。

・
養
護
教
諭
な
ど
様
々
な
立
場
の
同
僚
と

連
携
し
て
、
集
団
全
体
の
動
き
と
児
童
生

徒
個
々
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
児
童
生

徒
の
集
団
指
導
を
実
践
し
て
い
る
。

・
同
僚
の
児
童
生
徒
の
集
団
指
導
力
向

上
を
支
援
し
な
が
ら
、
主
体
性
を
持
っ
た

集
団
を
育
て
て
い
る
。

・
児
童
生
徒
の
集
団
指
導
の
ス
キ
ル
を
同

僚
に
対
し
て
積
極
的
に
開
示
し
、
学
校
の

集
団
指
導
力
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

学
校

不
適

応
・
問

題
行

動
等

へ
の

対
応

・
児
童
生
徒
の
学
校
不
適
応
や
問
題
行

動
等
に
関
す
る
基
礎
・
基
本
を
理
解
し
て

い
る
。

・
教
育
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
不
適
応
・

問
題
行
動
等
の
兆
候
を
発
見
す
る
視
点

を
持
ち
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
と
向
き

合
っ
て
い
る
。

・
経
験
や
研
修
等
を
通
し
て
不
適
応
・
問

題
行
動
等
発
生
時
の
対
応
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
、
組
織
的
に
児
童
生
徒
の
成
長

を
支
援
し
て
い
る
。

・
校
内
で
の
情
報
共
有
に
努
め
、
若
手
教

員
の
ス
キ
ル
向
上
を
支
援
し
な
が
ら
、
不

適
応
・
問
題
行
動
等
へ
の
学
校
の
対
応

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
学
校
教
育
目
標
と
教
育
課
程
及
び
指
導

計
画
の
関
係
を
理
解
し
て
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

・
学
校
内
外
の
関
係
者
と
協
働
し
て
地
域

の
教
育
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
教
育
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

・
教
育
課
程
や
指
導
計
画
に
対
す
る
評

価
・
改
善
の
視
点
を
持
っ
て
教
育
活
動
を

牽
引
し
て
い
る
。

・
教
育
課
程
や
指
導
計
画
に
対
す
る
評
価

に
基
づ
き
、
具
体
的
な
改
善
・
充
実
に
貢

献
し
て
い
る
。

教
科

教
育

等
の

専
門

性
・
教
科
・
領
域
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
身

に
つ
け
、
教
科
等
の
指
導
に
関
す
る
基

礎
・
基
本
を
理
解
し
て
い
る
。

・
教
科
等
の
目
標
や
教
科
の
特
質
に
応
じ

た
見
方
・
考
え
方
を
踏
ま
え
、
指
導
の
見

通
し
を
持
っ
て
教
材
研
究
を
実
践
し
て
い

る
。

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
道
徳
教
育
の
視
点
を

持
っ
て
、
教
科
等
の
目
標
や
見
方
・
考
え

方
を
捉
え
、
教
材
研
究
を
実
践
し
て
い

る
。

・
教
科
横
断
的
な
視
点
や
小
・
中
・
高
の

接
続
の
視
点
を
持
っ
て
、
教
科
等
の
目
標

や
見
方
・
考
え
方
を
捉
え
、
教
材
研
究
や

教
材
開
発
を
実
践
し
て
い
る
。

・
自
ら
の
教
科
等
の
専
門
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
学
校
の
教
科
等
の
指
導
力
の
向
上

を
牽
引
し
て
い
る
。

・
教
科
等
の
今
日
的
な
動
向
を
把
握
し
、

同
僚
教
員
に
助
言
す
る
な
ど
、
学
校
の
教

科
等
の
指
導
力
の
向
上
に
貢
献
し
て
い

る
。

豊
か

な
人

間
性

・
豊
か
な
人
間
性
を
持
ち
、
社
会
人
と
し
て
の
常
識
や
幅
広
い
教
養
を
身
に
付
け
て
い
る
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

・
様
々
な
背
景
・
価
値
観
を
持
つ
人
々
と
対
話
を
通
し
て
情
報
共
有
し
、
相
互
に
考
え
を
伝
え
深
め
合
い
な
が
ら
、
合
意
形
成
を
図
り
、
課
題
を
解
決
し
て
い
る
。

自
ら

学
び

続
け

る
意

欲
・
探

究
心

・
自
律
的
に
学
び
探
求
す
る
姿
勢
を
持
ち
、
時
代
や
社
会
の
変
化
、
キ
ャ
リ
ア
・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る
資
質
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
高
め
て
い
る
。

教
諭

と
し

て
の

こ
れ

ま
で

の
実

践
を

基
に

、
総

合
力

を
発

揮
し

な
が

ら
円

滑
な

学
校

運
営

に
貢

献
し

て
い

る
。

教
職

員
の

能
力

を
把

握
し

て
必

要
な

支
援

を
行

い
、

関
係

者
と

の
連

携
・
協

働
を

図
り

な
が

ら
、

学
校

を
組

織
体

と
し

て
機

能
さ

せ
、

学
校

教
育

目
標

を
達

成
し

て
い

る
。

岩
手

の
基

本
研

修
(キ

ャ
リ

ア
・
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

基
本

研
修

)

１ 教
員

と
し

て
の

素
養

使
命

感
、

責
任

感
、

倫
理

観
・
教
員
と
し
て
の
使
命
や
責
任
を
自
覚
し
、
教
育
へ
の
情
熱
と
誇
り
や
高
い
倫
理
観
を
持
っ
て
い
る
。

校 長 と し て の 素 養

●
教

諭
と

し
て

高
め

て
き

た
素

養
・
資

質

●
教

育
者

と
し

て
の

高
い

見
識

・
地
域
住
民
や
関
係
機
関
の
期
待
を
受
け

止
め
職
務
の
重
要
性
を
自
覚
し
て
い
る
。

・
教
職
員
は
じ
め
児
童
生
徒
・
保
護
者
・
関

係
者
に
説
明
で
き
る
教
育
哲
学
・
理
念
が

あ
る
。

・
豊
か
な
経
験
に
基
づ
く
的
確
な
判
断
力
、

決
断
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
有
し
て
い

る
。

・
国
・
県
・
市
町
村
の
教
育
施
策
等
に
つ
い

て
情
報
収
集
し
教
職
員
に
周
知
し
て
い

る
。

教
育

的
愛

情
・
児
童
生
徒
に
対
す
る
愛
情
を
持
ち
、
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い
る
。

課
題

に
立

ち
向

か
う

力
・
心
身
共
に
健
康
で
様
々
な
状
況
で
も
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
忍
耐
力
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
　

学
習

指
導

力
・
学
習
指
導
に
関
す
る
基
礎
・
基
本
を
理

解
し
て
い
る
。

・
学
習
指
導
要
領
と
学
校
教
育
目
標
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
を
実
施
し
、
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
育
成
し
て
い
る
。

・
い
わ
て
の
授
業
づ
く
り
３
つ
の
視
点
に
基
づ
い
た
授
業
を
実
践
し
、
児
童
生
徒
の
つ
ま
ず
き
な
ど
に
応
じ
て
授
業
を
工
夫
・
改
善
し
な
が
ら
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
実
現
し
て
い
る
。

教
育

課
程

の
編

成
・
実

施
・
学
習
指
導
要
領
、
教
育
課
程
に
関
す
る

基
礎
・
基
本
を
理
解
し
て
い
る
。

・
学
校
教
育
目
標
、
教
育
課
程
、
指
導
計

画
の
内
容
を
理
解
し
て
教
育
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

学
級

担
任

、
副

担
任

等
校

長
主

任
職

（
学

年
、

校
務

分
掌

）

目
指

す
教

員
像

学
習

指
導

、
児

童
生

徒
理

解
、

生
徒

指
導

、
学

級
経
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に
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標
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として考えた。その上で，以下の内容について記
す。
　第一に，「指標」の各内容項目に対する省察内
容である。これを表２に示した。
　第二に，特別支援教育を視点とした各項目内容
に対する省察内容である。これを表３に示した。
そもそも，岩手大学教職大学院における「特別支
援教育力」と「指標」における視点としての「特
別支援教育」のいずれにおいても，特別支援教育
における「学校改革力（マネジメント力）」「学習
指導力（授業力）」「子ども支援力」を求めるもの
であることから，「指標」における視点としての「特
別支援教育」と，他の項目や視点をクロスした評
価が必要であると考えた。ただし，ここでは，学
卒院生Ａが採用時の年代であったことから，キャ
リア・ライフステージの採用時の内容と対照させ
た。
　第三に，「指標」における視点としての「特別
支援教育」における各キャリア・ライフステージ
の内容項目において，修了時に該当した「採用時」
と直面する「基礎力の形成期」に対する評価内容

である。これらは，学卒院生Ａの省察内容及び，
学卒院生Ａは教育実践研究報告書を含めたポート
フォリオを踏まえつつ実施した省察内容の対話的
な検討に基づき，第二筆者と第三筆者によって試
行した。これを表４に示した。

１　「指標」の各内容項目に対する省察内容

　表２においては，「指標」の各内容項目に対して，
学卒院生Ａの省察内容が記された。ここでは，実
際の学修の機会や内容を根拠として，総括的な自
己評価が付されている。例えば，内容項目「教員
としての素養」では，下位項目「使命感，責任感，
倫理観」については，『専攻共通科目「専門職と
しての教員の在り方とその力量形成」を履修する
ことや学校の職員として運営に携わること』の２
点を学修の機会として示した上で，思考の経過を
ふまえ「教職大学院において知識・経験を積むこ
とは，教員としての明確な目標を見出すとともに，
自己効力感も高まったと考える。」との結論が示
された。

表２　「指標」の各内容項目に対する省察内容

内容項目 下位項目 省察内容

教員として
の素養

使命感，責任感，
倫理観

　専攻共通科目「専門職としての教員の在り方とその力量形成」を履修すること
や学校の職員として運営に携わることは，教員としての使命や責任を感じるきっ
かけとなった。その経験の中で，自分が教員になって良いのかという葛藤も生ま
れた。しかし，教職大学院において知識・経験を積むことは，教員としての明確
な目標を見出すとともに，自己効力感も高まったと考える。

教育的愛情 　教職大学院院生は，学校現場の教員と比べると，明らかに児童生徒と向き合う
時間は少ない。しかし，限られた時間の中でも児童生徒のことをよく知ろうと様々
な工夫を行った。この関わりは，筆者にとっても大切なものであり，様々な児童
生徒と関わることで筆者自身も成長することができたと考える。

豊かな人間性 　児童生徒の人格の完成を目指し，社会のルールやマナーを教える立場でもあり，
児童生徒の見本となる存在として，時間・期限を守ることや挨拶など，社会人と
しての常識は必ず守るようにした。また，教員としての学びだけではなく，幅広
い知識や教養を身に付けるために，公私ともに自己研鑽に努めた。加えて，児童
生徒の思考は新鮮な気付きに溢れており，その気付きを共有することで培われる
人間性に気付かされた。
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コミュニケーショ
ン力

　教職大学院における学びには，様々な背景・価値観を持つ人々と対話をする機
会があり，その関わりの中で，合意形成を図ることへの苦労もあった。しかし，
この経験が相互の意見を集約しながら，さらによりよいものにしようと合意形成
を図る力の向上につながったと考える。

自ら学び続ける意
欲・探求心

　学び続ける意欲・探求心は教職大学院入学当初から高かった。しかし，教職大
学院において，現職院生スーパーバイザ－などの見本となる存在と関わることに
よって，自己課題が明確となり，学び続ける意欲・探求心がさらに高められたと
考える。

課題に立ち向かう
力

　教職実践において，迷いや苦悩は数え切れないほどあった。しかし，常に前向
きに物事に対処することや課題に立ち向かうためにさらに努力を重ねることで培
われる教員としての基礎的な力量が向上したと考える。そこでは，省察方法の獲
得や，それを支えてくれる仲間や教員の存在に気付くことができた。

学習指導力 教育課程の編成・
実施

　専攻共通科目である「特色あるカリキュラムづくりの理論と実際」「学習指導
要領とカリキュラム開発」において，学習指導要領，教育課程に関する基礎・基
本を理解した。また，科目「教育実践リフレクション」において，「学校経営案」
に取り組み，学校教育目標，教育課程，指導計画の内容・関係を理解し教育活動
を展開することができた。

教科教育などの専
門性

　特別支援教育力開発プログラムの選択科目を履修によって実践を通して，教科
などの目標や教科の特質に応じた見方・考え方を踏まえ，指導の見通しを持って
教材研究を行った。また，「特別支援教育におけるキャリア教育」を学ぶことで，
キャリア教育の視点を持って，教科などの目標や見方・考え方を捉え，教材研究
を行った。

確かな学力を育む
授業

　専攻共通科目である「学力の向上と学習意欲」において，「いわての授業づく
り３つの視点」を踏まえた授業を展開するとともに，授業の評価を実践した。ま
た，個別の指導計画を作成し，児童生徒一人一人の学習状況を把握しながら授業
を展開するとともに，授業評価に基づき授業の工夫・改善を行った。

生徒指導力 児童生徒の集団指
導

　科目「教育実践リフレクション」において，「学級経営案」「生活単元学習指導
案」を作成することで，学校教育目標を踏まえて，学級・部活動など担当する児
童生徒の集団指導の方針を立てながら，個に応じた指導を実践した。

学校不適応・問題
行動などへの対応

　専攻共通科目である「学校カウンセリングの理論と実践」や「心理教育的援助
サービスの理論と実践」において，児童生徒の学校不適応や問題行動などに関す
る基礎・基本を理解するとともに，学習支援員という立場でも，教育活動のあら
ゆる場面で不適応・問題行動などの兆候を発見する視点を持ち，児童生徒一人一
人と向き合うことができた。

教育相談 　専攻共通科目である「通常学級における特別支援教育の実践と課題」において，
児童生徒の成長や発達，カウンセリングや教育相談に関する基礎・基本を理解す
るとともに，特別支援教育コーディネーターとしてセンター的機能実習を行うこ
とで，学校の教育相談体制を理解し，必要に応じて助言を受けながら，随時的・
計画的に教育相談の機能を教育活動に生かすことができた。

マネンジメ
ント力

学校組織としての
連携・協働

　専攻共通科目である「学校経営の実践と課題」において，学校組織や校務分掌
などについて理解するとともに，実際に行事や分掌に携わることで，校内におけ
る自己の役割を理解し，分掌内の動きを見通し協働して業務を推進しながら，分
掌運営に必要なスキルを向上させた。
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２　特別支援教育を視点とした各項目内容に対す

る省察内容

　表３においては，「特別支援教育」を視点とし
た各内容項目に対して，学卒院生Ａの省察内容が
記された。ここでは，学習指導力，生徒指導力に
関しては，特別支援教育と通常の教育（小学校，
中学校等）に関する省察内容がそれぞれ記された。
これは，特別支援教育の視点での省察の過程にお
いて，通常の教育との異同が自ずと明確になった
ことによった。例えば，内容項目「学習指導力」
では，下位項目「学習指導に関する基礎・基本を
理解している」では，特別支援教育に関する省察
内容として，知的障害特別支援学校特有の指導形

態である「教科等を合わせた指導」の授業開発に
係る実践力や障がいのある児童・生徒への理解に
基づく個別の指導計画の作成・運用，対象児への
支援に係る実践力が向上したことが記された。こ
れに対して，通常の教育に関する省察内容として，
専攻共通科目である「学力の向上と学習意欲」に
おいて，いわての授業づくり３つの視点や特別支
援教育の視点を踏まえた授業を現職院生と共に展
開し，授業の評価を実践したことが記された。こ
れは，岩手大学教職大学院における特徴であり，
学校種や現職学卒の立場を越えての交流的な学修
がなされたことを反映していた。

表３　特別支援教育を視点とした各項目内容に対する省察内容

内容項目 下位項目 省察内容

学習指導力 学習指導に関する
基礎・基本を理解
している

【特別支援教育】単元全体の指導計画を立案・実践・評価を行うことで，知的障
害特別支援学校特有の指導形態である「教科・領域等を合わせた指導」の授業開
発に係る実践力や障がいのある児童・生徒への理解に基づく個別の指導計画の作
成・運用，対象児への支援に係る実践力が向上した。
【通常の教育】専攻共通科目である「学力の向上と学習意欲」において，「いわて
の授業づくり３つの視点」や特別支援教育の視点を踏まえた授業を現職院生と共
に展開し，授業の評価を実践した。また，他の院生の授業に関するディベートを
行った。

危機管理 　科目「教育実践リフレクション」において，危機管理業務報告書に取り組むこ
とによって，学校安全，学校保健，食育に関する基本的な知識を持ち，学校事故
などに対する危機管理の重要性を認識するとともに，常に児童生徒の安全・保健
に配慮し，日ごろから同僚との情報の報・連・相に努めた。

関係者などとの連
携・協働

　専攻共通科目である「岩手の教育課題」において，学校が，家庭や地域，関係
機関と連携・協働することの重要性を理解したが，学校現場での実践は難しかっ
た。これらから「マネンジメント力」が高められた。

復興教育の
視点

　「岩手の教育課題」を履修することによって，復興教育の理念や３つの教育的価値などを理解するこ
とで，この視点が培われた。

キャリア教
育の視点

　「特別支援教育におけるキャリア教育」を履修することによって，キャリア教育の考え方や重要性を
理解するとともに，小中高や社会との接続を意識しながら教育活動を実践したことで，この視点が培わ
れた。

特別支援教
育の視点

　特別支援学校に限らず，通常の学級や特別支援学級，通級の児童生徒一人一人の特性や学習状況の理
解に努め，指導内容や指導方法を工夫するとともに，個別の指導計画に基づいた指導を行い，客観的な
視点による評価を行いながら指導を改善した。また，特別支援教育コーディネーターとして校内支援体
制の充実の必要性を理解し，教職員間の共通理解や関係機関との連携・協働を進めることができた。
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教育課程の編成・
実施

学習指導要領，教
育課程に関する基
礎・基本を理解し
ている

【特別支援教育】科目「教育実践リフレクション」において，「学校経営案」に取
り組み，学校教育目標，教育課程，指導計画の内容・関係を理解し教育活動を展
開することができた。
【通常の教育】専攻共通科目である「特色あるカリキュラムづくりの理論と実際」
「学習指導要領とカリキュラム開発」において，学習指導要領，教育課程に関す
る基礎・基本を理解した。

教科教育等の専門
性

教科・領域に関す
る知識・技能を身
に付け，教科等の
指導に関する基
礎・基本を理解し
ている

【特別支援教育】特別支援教育力開発プログラムの選択科目を履修によって実践
を通して，教科などの目標や教科の特質に応じた見方・考え方を踏まえ，指導の
見通しを持って教材研究を行った。また，「特別支援教育におけるキャリア教育」
を学ぶことで，キャリア教育の視点をもって，教科などの目標や見方・考え方を
捉え，教材研究を行った。
【通常の教育】「学習指導要領とカリキュラム開発」において，学習指導要領を読
み込むと共に，レポートによってまとめた。また，教科横断的な視点で新たな授
業提案を行った。

確かな学力を育む
授業

指導方法，指導技
術，評価方法など
授業に関する基
礎・基本を理解し
ている

【特別支援教育】個別の指導計画を作成し，児童生徒一人一人の学習状況を把握
しながら授業を展開するとともに，授業評価に基づき授業の工夫・改善を行った。
【通常の教育】専攻共通科目である「学力の向上と学習意欲」において，「いわて
の授業づくり３つの視点」を踏まえた授業を展開するとともに，授業の評価を実
践した。

生徒指導力 生徒指導の重要性
と，自己指導能力
の育成を目指すと
いう積極的な意義
を理解している

【特別支援教育】教科指導以外の教育活動を担当することで，児童生徒の状態の
的確な理解と適切な支援を行うための実践的能力や児童生徒の状況把握において
危機管理に関する役割遂行のための実践力，キャリア教育等の今日的課題への対
応力，通常の学級，特別支援学級及び通級における特別支援教育への支援・助言
に係る実践力が向上した。
【通常の教育】専攻共通科目である「学校カウンセリングの理論と実践」において，
学部時代より発展的・実践的な生徒指導の在り方をグループディスカッションに
よって学んだ。

児童生徒の集団指
導

学級担任の役割や
職務内容を理解
し，学級経営など
集団指導に必要な
知識を身に付けて
いる

【特別支援教育】科目「教育実践リフレクション」において，「学級経営案」「生
活単元学習指導案」を作成することで，学校教育目標を踏まえて，学級・部活動
など担当する児童生徒の集団指導の方針を立てながら，個に応じた指導を実践し
た。
【通常の教育】学習支援員として通常の学級に１年半関わり，学級担任の役割や
学級経営，特別な支援を必要とする児童生徒と級友とのかかわりなどについて，
学級担任との実務的な連携から学んだ。
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学校不適応・問題
行動等への対応

児童生徒の学校不
適応や問題行動等
に関する基礎・基
本を理解している

【特別支援教育】学習支援員という立場でも，教育活動のあらゆる場面で不適応・
問題行動などの兆候を発見する視点を持ち，児童生徒一人一人と向き合うことが
できた。　
【通常の教育】専攻共通科目である「学校カウンセリングの理論と実践」や「心
理教育的援助サービスの理論と実践」において，児童生徒の学校不適応や問題行
動などに関する基礎・基本を理解することができた。

教育相談

学校組織や校務分
掌等について理解
している

【特別支援教育】専攻共通科目である「通常学級における特別支援教育の実践と
課題」において，児童生徒の成長や発達，カウンセリングや教育相談に関する基
礎・基本を理解するとともに，特別支援教育コーディネーターとしてセンター的
機能実習を行うことで，学校の教育相談体制を理解し，必要に応じて助言を受け
ながら，随時的・計画的に教育相談の機能を教育活動に生かすことができた。
【通常の教育】科目「心理的アセスメント」によって，通常の学級における児童
生徒の心理検査の実施・活用をグループディスカッションによって学ぶことがで
きた。また，幼小中高等学校の免許取得に伴い，児童生徒の発達段階を理解した。

マネジメン
ト力

学校が組織として
教育活動に取り組
むこと及び関係者
との連携・協働の
重要性について理
解している

　専門実習において，校務分掌の一翼を担うことで，学校全体を俯瞰して判断す
る臨機応変な対応力や学校改善に資する実践的能力，校務分掌業務の管理及び実
際に関する実践力が向上した。
　なお，教職大学院において，学校運営を模した各分掌に所属し，運営を行った。
理論として，学校組織の仕組みや地域社会との連携について理解を深めた。）

学校組織としての
連携・協働

学校組織や校務分
掌等について理解
している

　専攻共通科目である「学校経営の実践と課題」において，学校組織や校務分掌
などについて理解するとともに，実際に行事や分掌に携わることで，校内におけ
る自己の役割を理解し，分掌内の動きを見通し協働して業務を推進しながら，分
掌運営に必要なスキルを向上させた。また，学卒院生という立場から，学校組織
について考察した。自分の立場や現状を踏まえ，行動する知識を学んだ。

危機管理

学校安全，学校保
健，食育に関する
基本的な知識を持
ち，学校事故等に
対する危機管理の
重要性を認識して
いる

　科目「教育実践リフレクション」において，危機管理業務報告書に取り組むこ
とによって，学校安全，学校保健，食育に関する基本的な知識を持ち，学校事故
などに対する危機管理の重要性を認識するとともに，常に児童生徒の安全・保健
に配慮し，日ごろから同僚との情報の報・連・相に努めた。
　また，配属学校の危機管理マニュアルをもとに，様々な校種とグループディス
カッションし，改善点を挙げた。

関係者等との連
携・協働

学校が，家庭や地
域，関係機関と連
携・協働すること
の重要性を理解し
ている

　専攻共通科目である「岩手の教育課題」において，学校が，家庭や地域，関係
機関と連携・協働することの重要性を理解したが，学校現場での実践は難しかっ
た。
　また，専門実習では，理論的に家庭や地域との連携を考え，グループディスカッ
ションによって現職院生の考えを学んだ。支援部という立場だからこその，地域
連携を学ぶことができた。
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３　「特別支援教育」における各キャリア・ライ

フステージの内容項目に対する評価内容　

　表４においては，「特別支援教育」における各
キャリア・ライフステージの内容項目に対する評
価内容が記された。ここでは，修了時に該当した
「採用時」と直面する「基礎力の形成期」に対す
る評価内容である。例えば，キャリア・ライフス
テージ「採用時」における内容項目「共生社会の
実現に向けた特別支援教育の理念や指導方法につ
いて理解している。」については，「特別支援学校

に限らず，通常の学級や特別支援学級，通級の児
童生徒一人一人の特性や学習状況の理解に努め，
指導内容や指導方法を工夫するとともに，個別の
指導計画に基づいた指導を行い，客観的な視点に
よる評価を行いながら指導を改善した。また，特
別支援教育コーディネーターとして校内支援体制
の充実の必要性を理解し，教職員間の共通理解や
関係機関との連携・協働を進めることができた。」
として，岩手大学教職大学院での学修の経過を根
拠に示された。

キャリア教
育の視点

キャリア教育の考
え方や重要性を理
解している

　「特別支援教育におけるキャリア教育」を履修することによって，キャリア教
育の考え方や重要性を理解するとともに，小中高や社会との接続を意識しながら
教育活動を実践したことで，この視点が培われた。

社会や経済の状況
に関心を持っている

　進路指導に精通している現職院生との学びや，支援部部長との地域の現状によ
る意見交換によって関心を高めた。

表４　特別支援教育を視点とした各項目内容に対する省察内容

キャリア・ラ
イフステージ 内容項目 学卒院生Ａに対する評価内容

採用時 共生社会の実現に
向けた特別支援教
育の理念や指導方
法について理解し
ている。

　以下によって採用時に求められる資質の向上を認めた。
　特別支援学校に限らず，通常の学級や特別支援学級，通級の児童生徒一人一人
の特性や学習状況の理解に努め，指導内容や指導方法を工夫するとともに，個別
の指導計画に基づいた指導を行い，客観的な視点による評価を行いながら指導を
改善した。また，特別支援教育コーディネーターとして校内支援体制の充実の必
要性を理解し，教職員間の共通理解や関係機関との連携・協働を進めることがで
きた。

基礎力の形
成期以降共
通

「いわて特別支援
教育推進プラン」
を理解し，障がい
に関する知識や配
慮等についての理
解を深め，個に応
じた指導を通じ
て，「共に学び育
つ教育」を推進し
ている。

　以下によって基礎力の形成以降共通する資質が向上しているものと判断した。
・「特別支援教育の視点」を反映した３つの力の評価の総括とする。
・学卒院生Ａは『いわて特別支援教育推進プラン』について，特別支援教育開発
力プログラムにおける選択科目「特別支援教育論Ⅰ・Ⅱ」において通読し内容を
十分に把握した。
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Ⅳ　考察

　本稿では，岩手大学教職大学院における学卒院
生の指導の一環として「指標」を活用した省察を
行った事例を報告した。
　結果においては，教職大学院の教育内容が「指
標」の項目内容に対応された。このことから，両
者はおおむね整合していると理解されよう。これ
は，教員として求められる資質の内容について，
岩手県教育委員会や岩手大学教職大学院の間でコ
ンセンサスが得られていることの証左でもあろ
う。
　また，「指標」の活用方法として，本事例にお
いては，学卒院生による省察の観点とした活用注）

と，教職員教員による学卒院生の評価の観点とし
た活用がなされた。このことは，「指標」の目的
のうち「本県の教員となることを目指す学生や本
県の教員が，成長段階に応じて備えるべき資質の
目安として，自らの資質を向上させていくもの」
に対応する活用事例であり，特にも，採用前の教
員の養成段階と採用後の育成段階の接続における
事例であった。
　今後は，同様の事例について「指標」活用の効
果を検証することが必要であろう。また，「教員

等の育成・採用・研修等をそれぞれ担う大学及び
教育委員会等の関係機関・団体の共通理解の下，
教員等が身に付けるべき資質を明確化したもの」
「教育委員会等の関係機関・団体において，教員
に対して実施する研修が，全体として一貫した体
系的なものとなるための基軸とするもの」に対応
した活用事例の産出や検証も必要であろう。

注　釈

　学卒院生による省察の観点として「指標」を活
用する際には，省察自体を実施する資質が暗黙
裡に求められる。岩手大学教職大学院において
は，「教育実践リフレクション」を教育課程中
に備えていることが重要な意味を持つ。例えば，
学卒院生Ａは「教育実践リフレクション」での
学修ならびに，指導教員との随時の対話による
省察，自己内対話による省察による「意図的な
省察」によって，省察方法の獲得がなされたと
いう（小山，2019）。その上で，現職にあって
も省察を行う習慣が授業の改善や校務の遂行に
おいて役立っているという（修了生に対する訪
問調査における学卒院生Ａの回答，2020.1.8．）。

基礎力の形
成期

児童生徒一人一人
の特性や学習状況
の理解に努め，指
導内容や指導方法
を工夫している

　以下２点によって基礎力の形成期における資質の向上が進行しているものと判
断した。
・特別支援学校において実施した専門実習において，一定期間特定の学級及び授
業（作業学習）において授業者の一人として授業実践及び生徒の支援に従事した。
ここでは，知的障害のある生徒に対して，行動観察及び動画記録とコーディング
システムを用いた行動分析から，指導内容や指導方法を工夫し，対象生徒の学習
活動（担当する作業種目における活動）の確立，習得，定着を促した。なお，一
連の指導記録はレポートとしてまとめられ，学校公開研究会にてポスター発表さ
れた）。
・小学校において実施した専門実習並びに教育実践研究の一環としての実践で
は，支援員として一定期間特定の学級を対象とした授業補助及び児童の支援に従
事した。ここでは，発達障害が疑われた児童に対して，行動観察及びＷＩＳＣ -

Ⅳを用いたアセスメントを実施し，その分析から，日常的な指導場面において適
応行動を促した。その上で指導記録を作成し学級担任に提供した。なお，指導記
録は，具体的な支援の手立てを明確にし，次回の支援目標及び支援の手立てを明
確化することを意図した様式をもって作成された。
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